
 

 

令和 3 年 5 月 31 日 

 
「田辺圏域医療と介護の連携を進める会」 

第 53 回（通算第 132 回）定例会 会議録 

 

◆日 時：令和３年 5 月 18 日（火） PM7：05～8：30 
◆場 所：田辺市民総合センター １F 機能訓練室 
◆出席者：  22 名 
 

別紙のとおり 

 

 

１．「田辺圏域医療と介護の連携を進める会」定例会について 
 【19：05～20：30】 

19：05～      開 会              

 

 

19：05～20：00   研 修 

           「新型コロナ 再確認」 

                    講師：初山歯科医院   初山 昌平氏 

 

20：00～20：30   質疑応答 

 

 

20：30        閉 会 

 

 

 

 

 【研修内容】 

●講義内容（概要） 
＜新型コロナ 再確認＞ 

・都道府県別人口 100 万人あたりの死者数 

１位は大阪府 19.6 人、次いで愛媛県 11.2 人、徳島県 11.0 人。和歌山県は 5 位で 7.6 人。 

全国平均 3.3 人で東京は 1.4 人。和歌山は意外に高い 

・感染経路は「飛沫感染」と「表面接触感染」。 

尿や血液からは確認されず。便からは確認されるが感染性はない。 

・80％が無症状か軽症。 20％が肺炎、2～3％が重症でＩＣＵでの呼吸管理が必要 

・濃厚接触者  

  →感染している可能性があることから、感染した方と接触した後 14 日間は、健康状態に注意を払

い、不要不急の外出は控えてください。感染の可能性が相対的に高くなっている方を指す 

   「１ｍ程度以内の範囲」で、「15 分以上」、「発症の２日前から」が判断の基準で、最終判断は保

健所の積極的疫学調査後、個別に判断される。 



 

 

・感染者が「マスクの着用」や手の消毒など周囲を感染させない対策を取っていた場合は、『原則、濃

厚接触者にはならない』 

・同一の環境下５人以上の感染者がでたらクラスターと呼ばれる。ただ、最近の感染は家庭内感染が多

く、家族 5人以上感染してもクラスターとは言わない。 

・緊急事態宣言とは 

  →新型コロナウイルス対応の特別措置法に基づいて首相が区域と期間を決めて発出する。宣言の要

件として、「全国的かつ急速な蔓延」などを定めている。具体的な対策は対象となった地域の知

事が講じる。『新型コロナウイルスをこれ以上広げないために、国民の行動を制限する』 

   あくまでも、外出自粛の「要請」なので、強制力はない 

・ウイルスの変異はめずらしくない。コロナウイルスは約２週間に１回のペースで変異を重ねている。

中国で見つかった初期型は変異種の欧州型が広がると姿を消した。このような交代例もあるが、

大半の変異種は性質が変わらない。日本人はインド株に弱い 

・ＰＣＲ検査と抗原検査 

  抗原検査で陽性であれば新型コロナ感染者。陰性の場合は確定診断としてＰＣＲ検査 

  抗原検査は無症状者に対するスクリーニング検査目的の検査としては適さない。 

   
 

    
・感染させるのは発症前後。だから、症状がでる前に他の人に感染させる。 

ただ、発症後５日ほどで人に感染させなくなる。そのため現在の退院基準は、ＰＣＲ陽性でも 14 日

過ぎたらＯＫ。 



 

 
 【意見交換】     

感染者増加に伴い、意見交換なし 
 
 
※定例会開催にあたっての感染症対策 

  ・体調確認と非接触型温度計による体温測定 
  ・手指消毒 
  ・マスク着用 
  ・定例会後の机、いすの消毒 
  ・換気 

 
【次回の定例会】 

→以下の日程で実施する。 

日時：令和３年６月 15 日（火） 午後７時～  

       場所：田辺市民総合センター 1F 機能訓練室 

内容：しごと紹介「訪問看護ステーションでいご」 

   研修「排泄ケアについて」   講師：（株）エーザイ 

 

●意見・質疑応答 
・マスクをしていない高齢者も結構いる。デイで外している人もたまにいる。認知症などで常に注意を

払うのは難しいとは思うが、どれだけ気をつけてもどこで感染するかわからない。 

・誰もが自宅ではマスクをしていないのに、サ高住など居住系の施設では、常時マスクをしておくもの

難しい。 

・処置をするときに、風上に立ったり、対面ではなく横から介助するなどの対応をしている。 

・訪問先の利用者が、「わしは絶対感染しない」とマスクを着用しない。デイへもマスクをせずに行こ

うとするが、納得するような話の持っていき方はないか？ 

  →「なってもかまん」という人もいる。マスクの閉塞感がいやなら、口元を浮かすようなものもあ

るが、利用しないようにしてもらうしか解決策はないだろう・・。 

・感染対策は、マスク着用、消毒、換気しかない。密にならない。 
 


